
 
 
 

 
 

学校通信 

    学校生活における大切なお知らせです     
 

2009年 11月 20日発行 第 79号 (毎月１回発行) 

 
 

 

●教務からのお知らせ                
 

●事務室からのお知らせ                
 

●保健室・カウンセリングスペースからのお知らせ     
 

●生徒支援からのお知らせ                        
 

●進路支援からのお知らせ  
       

●『しごと悩み相談室』からのお知らせ 
 
●今月の聖句 

                   

●特別活動｢街頭募金｣／｢クリスマス礼拝｣ 
 

<同封物> 

●クリスマス献金一式＜全員＞ 

●映画鑑賞会（A4、黄）＜全員＞ 

●進学教育センターだより／冬期講習案内／大学・短大入試に 

向けた｢進学準備コース｣開講のお知らせ（冊子）＜全員＞ 

●進路ニュース（A4、青)＜3年次・卒業年  

●｢しごと悩み相談室｣だより②＜全員＞→追加 

 

 

 

  

ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 
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本校ホームページを 4 月より、リニューアルしています。是非ご覧ください。 

｢学校通信｣はバックナンバーを含め、本校のホームページでも閲覧できます。 
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今月のメッセージ 

    
――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に3年以上在学すること。 

② 74単位以上修得すること。 

③ 必要な教科・科目(必修科目)を履修すること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を3単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に30時間以上参加すること。 

                                        (｢2009年度学務の手引き｣より抜粋) 

 

 

日本では、12月のことを「師走」と言いますが、キリスト教ではどうなんでしょうか？

本校はキリスト教主義の学校です。もちろん教職員、生徒の皆さんが全員キリスト教徒と

いうわけではありませんが、ちょっと豆知識として紹介したいと思います。 

 皆さんは、「アドベント」を知っていますか？「アドベント」は、キリスト教において 

イエス・キリストの降誕を待ち望む期間のことです。日本語では「待降節」といいますが、

教派によって名称は異なるようです。11月30日に最も近い日曜日（11月27日～12月3日

の間）からクリスマスイブまでの4週間のことです。今年は11月29日（日）となります。

教会では、アドベント期間中 1回目の聖日（日曜日）に 1本目のろうそくに火をともし、

第2、第3、第4と週を追う毎に火をともすろうそくを増やしていく習慣があり、第4聖日

（日曜日）にクリスマス礼拝がおこなわれます。本校の12月の特別活動「クリスマス礼拝」

は日本キリスト教団大阪大道教会であります。参加される方はアドベント期間中の教会の

雰囲気を味わってください。 

 さて、今年も残り 1ヶ月と数日となりました。今年度は通常スク－リングは年内に終了

します。年末年始クリスマスやお正月を楽しく過ごすためにも、レポ－トは早め早めに仕

上げておくことをお勧めします。これから寒くなるとインフルエンザの更なる流行も考え

られます。体調管理につとめ帰宅時の手洗い、うがいを忘れずに励行しましょう。 

レポ－ト提出最終締切日は1月8日（金）です。 
 

 

「受
う

けるよりは 

与
あ た

える方
ほ う

が幸
さ い わ

いである」 
使徒言行録 20 章 35 節（新共同訳） 

2009年 6月～2010年 5月 
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日 曜 行事予定など 

11   月 

11/21 土 特別活動「街美化」 

11/23 月 特別活動「ＹＭＣＡチャリティラン」 

11/30 月 〔後期第２回学習状況報告〕発送予定 

12  月 

12/1 火 特別活動「映画鑑賞会」 
2 水  

3 木  

4 金  

5 土  

6 日  

7 月 講座「総合的な学習の時間Ｂ」コース申込書など発送(予定) 

8 火  

9 水  

10 木  

11 金 特別活動「ホームルーム」 

12 土 特別活動 ｢クリスマス礼拝｣｢街頭募金｣ 

13 日  

14 月  

15 火 特別活動 ｢人権フォーラム｣（詳細は校内掲示します） 

16 水  

17 木  

18 金 〔学校通信〕発送予定 

19 土  

20 日  

21 月 講座「総合的な学習の時間Ｂ」申込締切日 

22 火 後期通常スクーリング最終日、学習アシスト・ルーム終了 

23 水 冬期休暇始まり（～1/5） 
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木  

25 金  

26 土  

1 月 

1/5 火 冬期休暇終わり 

1/6 水 「体育ｃ」補充スクーリング（２～５限目） 

1/7 木 「体育ｂ」補充スクーリング（２～５限目） 

1/8 金 後期レポート提出最終締切日 

1/20 水 〔学校通信〕発送予定 

1/23 土 〔単位認定テスト受験資格確認表〕ほか送付予定 

 

スケジュール 

冬期休暇中は通学できません。 
レポートの学校窓口提出もできません。 
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【ホームルーム】 12月11日（金）（2009年度版｢学務の手引き｣掲載の日程から変更） 

 
■ホームルームの内容は、今後の日程および単位認定テストについての確認、その他で

す。各自の時間割には載っていませんから、書き入れておいてください。 
■クラス別の時間は次のとおりです。教室は当日掲示します。（特別活動1時間）   

                        

 時 間 ク ラ ス 

15：00～15：30 2B 2C 3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 3H 3I 3J   6限目～ 

7限目始め 15：35～16：05 1A 1B 1C 1D  2A 2D 2E 2F 2G  

  

 
【「総合的な学習の時間Ｂ」登録者へ】 

 
■後期の「総合的な学習の時間Ｂ」は2010年1月27日（水）～2月1日（月）に実施す

る予定です。この講座を登録した人は、いくつかのテーマのうちから希望するものを

選んで申し込み、受講します。 
■開講テーマの一覧表と申込み用紙は12月7日（月）頃に発送予定です。各テーマには

定員がありますので、申込先着順に受け付け、締切日は12月21日（月）です。 
■郵送による申し込みは、消印日時の早い順に受け付けます。 

 

【冬期休暇】12月23日（水・祝）～1月5日（火） 
 

この間、皆さんは通学できず、事務取扱もいたしません。レポートの窓口提出もでき

ませんのでご注意ください。 
（次項および[事務室からのお知らせ] 6頁もご覧ください。）  

 

【レポート提出】 

  
■レポートの提出期限が、冬期休暇期間（12/23～1/5）に入っている場合は、郵便のみ 

受付、提出日は郵便の消印日とします。 
■冬期休暇中、レポートは学校窓口では受理できません。レポートを直接学校に提出す

る場合は、年内は12月22日（火）まで、年始は1月6日（水）からとなります。 
また、レポート提出の最終締切日は1月8日（金）です。ご注意ください。 

 
【｢情報Ａ｣および情報処理系列の講座を登録している人へ】 

 
  以下の日時にコンピュータ室を開放しますので、レポート作成に必要な場合はご利用

ください。 

    

 

教務からのお知らせ 
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11/30（月）、12/7（月）、12/14（月）の16～17時 

12/21（月）、1/8（金）の14～17時 



 
 

 

 
 
 

 

 
                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

            

参加希望者は、必ず職員室受付に申し込んでください。申込み順に受付、定員50名になり

次第締め切ります。当日受付はできません。時間など詳細は参加要項に記されています。 

（特別活動1時間） 

 

 

 

 

校内に掲示していますので、案内にしたがって職員室受付で申し込んでください。 

（特別活動として１時間単位で認定） 

また、大阪ＹＭＣＡクリスマス献金を高校内でも募り、事務室で受け付けます。同封の献

金用封筒をお使いの上、献金くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマス礼拝 

クリスマス献金街頭募金  

12月12日（土）10：30高校集合 （教会へ移動） 

12月12日（土）13：00～16：00 
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１１月１１日（水）のスクーリングについて 
 

 

 

11月11日（水）のスクーリング日に、午前７時の時点で大雨警報が大阪府の南河内地域と

泉州地域に出されていましたが、当日の状況を鑑み、予定通りスクーリングを行いました。 

しかし、学校が休校であると判断され、休まれた方がおられたことを考慮し、11月11日（水）

のスクーリングは全員出席といたします。 

この件についてご質問があれば、教務までお問合せください。 



 
 

 

 
 
 

 

 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【冬期休暇に伴う事務取扱いについて】 

 
 ■冬期休暇に伴い、事務取扱期間については下記のとおりといたします。遠隔地への旅

行などに必要な学割の申請および通学回数券割引証の申請については、12月18日(金)

までに申請のあった分については 12月 22日(火)までに発行できます。即日発行はで

きませんのであらかじめ申し込んでください。 

■レポートの学校への直接提出についても下記のとおりといたします。冬期休暇中に、

レポートを提出する場合は郵送で行ってください。 
  

年末 2009年12月22日(火)まで 冬期休暇に伴う

事務取扱期間 年始 2010年 1月 6日(水)から 

 

 
【後期学費納入について】 

 

後期の学費について、分割納入及び 11月延納の手続きをされている場合は、今月の

納入期限が11月27日（金）となっています。学校より送付しました「延納・分割納

入についてのお知らせ」を確認のうえ、期日までに納入手続きをしてください。 

 
【レポートの提出について】 

 
■レポートを提出する際には、以下の点を注意してください。 
○各レポート表紙所定の貼付欄に、必ず個人別のバーコードシール（学籍番号・住所・

名前・講座名・教員名・レポート回数が印字されています）を貼ってください。 

特にレポートの回数をよく確認して貼るようにしてください。バーコードシールを

貼り忘れた場合は、レポートの持ち主が不明となり、返却が困難になります。   

提出前に十分確かめてください。 

  ○レポート提出は、直接学校へ持参する場合は事務室受付の提出用ボックスへ入れて

ください。提出できる時間は9：15～17：00（平日）です。レポートを学校へ郵送す

る際は、郵便の消印日が受付日となります。レポート提出については、再度「学務

の手引き」8、9頁をよく確認してください。 
 

※レポートにバーコードシールを貼り間違えた場合は、学校では一切受付けられず、返却されます。

そのために提出期限や最終締切日に間に合わなくなったとしても、本人の責任となりますので注意

してください。 

 

 

 

 

事務室からのお知らせ 
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手 数 料 

 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【レポート等の再発行について】 

 
■レポート等配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙

に必要事項を記入のうえ、事務室で再発行の手続きを行ってください。 

■レポート、バーコードシールの再発行は、下記の事項を正確に記入して申し込んでく

ださい。記入がないと再発行できない場合がありますので注意してください。 

■レポートの再発行日は原則として次のスクーリング日（月・水・金）となります。 

 

種類 手数料 申込用紙 

レポート(再発行)１枚 50円 

ﾚﾎﾟｰﾄﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(再発行) 100円 

ﾚﾎﾟｰﾄ提出用封筒(1枚) 10円 

個人別時間割 100円 

 通学割引証申請ｶｰﾄﾞ・ｹｰｽ 100円 

「レポート等諸用紙発行願」 

  

 

【通学割引証の発行について】 
 

■本校への通学の際には、交通機関の通学用割引回数券が利用できます。回数券の残数

が少なくなったら、「通学割引証申請カード(ｹｰｽ入り)」を事務室窓口のカード回収ボ

ックスへ提出して「通学割引証」の発行申請をしてください。「通学割引証申請カード

(ｹｰｽ入り)」は毎回申請時に提出が必要ですので大切に保管してください。 

■「通学割引証」の有効期限は一ヶ月です。期限内に駅の発売所で回数券を購入してく

ださい。その際必ず「通学割引証」をケースから出し、生徒証明書を提示してくださ

い。詳細は、「学務の手引き」32、33頁をよく確認してください。 

 

（注意事項）  

※割引証の申請は年間20回までです。（進学コース受講生は40回まで） 

※割引証の有効期限が切れてしまった場合は事務室で期日を訂正します。お申し出下さい。 

 

【通学交通費の割引について】 

  

    講座登録や｢進学コース」、｢学習アシスト」などの申し込みにより、週 5 日以上通学
することになった生徒に限り、ＪＲおよび大阪市交通局（地下鉄・バス）の通学定期

券の購入が認められています。（私鉄の各交通機関については通学定期券の利用はで

きません。）該当する方で、通学定期券購入を希望する場合は、所定の申込用紙があ

りますので事務室へ提出ください。時間割等を審査した上で、定期券購入のための通 

 

＊ 必要記入事項･･･①学籍番号･名前 ②講座名 ③レポート回数 

※通学用割引回数券は通学以外の目的による使用や本人以外の使用は認められていません。 

手 数 料 
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学証明書を発行します。 



 
 

 

 
 
 

 

 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【各種奨学金・給付金について】 
 
■現在募集中の各奨学金について下記の表に記載していますので、申込期限等を確認の

うえ申込希望の場合は事務室へお申し出ください。 

■下記以外に兵庫県の奨学金では、経済的理由等で家計が急変した場合の緊急採用制度

があります。制度の詳細については事務室へお問い合わせください。 

 

種 類 申込書類提出期限 

ＹＭＣＡ学院高等学校奨学金（2009年度後期） 

（対象）①本校での学習継続の意思が固く経済的理由により修

学が困難な人  

    ②2009年度前期10単位以上修得している人 

（後期入学生除く） 

   （給付金額）授業料相当額の5%～40%を支給します 
※生活保護世帯に属する生徒には、就学に係る費用が高校就学費として

保護費から支給されますので、授業料額から高校就学費を引いた金額

が学校奨学金給付の対象金額となります。 

※当奨学金の採用状況については、予算の範囲内で、課税状況および家

庭状況などから、困窮度の高い世帯に属する生徒から順に決定がなさ

れます。したがって近年の社会的経済状況から申請者が増加しており、

所得金額の極めて少ない（概ね非課税）世帯に属する生徒が採用され

ているのが現状です。 

 

12月4日（金） 
 

高等学校通信教育振興奨励費補助金（教科書代給付）  

(対象)①定職に就いているかﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄで年間 120日以上勤

務する人(※就労証明書等証明書の添付が必要です) 

②入学後2年目は14単位以上、3年目以降は28単位以

上の修得者 

③今年度2以上の教科・科目を履修し、そのための教科

書を購入する者 

(給付金額)文部科学省の検定教科書代の全額 

 

【申込む場合は･･･】 

※必ず11月27日（金）

までに事務室へお

申し出の上申請書

を請求ください。 

（府の締切がありますの

でご了承ください。） 
 

大阪府育英会高等学校奨学生(追加募集) 

（対象）大阪府内に居住する保護者の生徒で、経済的理由により

修学が困難な人 

（貸与年額）1・2年次生…370,000円までの金額 

       3年次生…415,000円までの金額 
   ※初年度の奨学金の貸付額は、奨学金の年額を12月で割り、育英会が申込書類

を受付けた月以降の残月数を乗じた金額となります。 

   （交付方法)育英会が書類を受け付けた月の翌月中旬頃   

①11月20日(金) 

②12月21日(月) 

③ 1 月20日(水) 

④ 2 月22日(月) 

※上記いずれかの日程で

申し込んでください。 

日本学生支援機構 第二種奨学金応急予約採用(有利子) 

来年大学･短大･専門学校等に進学した場合の予約奨学金 

（対象）主たる家計支持者に家計急変事由が生じた人（①～⑥のいず 

れかの事由に当てはまる場合） 

①失職②破産③事故④病気⑤死亡又は離別⑥災害等 
※事由に対応した証明書が必要となりますので、申込をされる前に事

務室までご連絡ください。 

※申込資格に該当しない場合は、大学等へ入学後、進学先の学校を通

じて申し込んでください。 

（貸与月額）3万円・5万円・8万円・10万円・12万円から選択 

 

① 11月24日(火) 
② 12月25日(金) 
※①②どちらかの日程で

申し込んでください。 

②の期限以降に申込の必

要が発生した場合は、事

務室までご相談くださ

い。 
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【大阪府私立高等学校等授業料減免制度について】 

 
大阪府では、大阪府等の私立高等学校に在籍する生徒の学資負担者(大阪府内在住)の 

方が経済不況に伴う家計急変により授業料の納付が困難になった場合、生徒の修学を 

保障するために学校に対し補助金を交付(全額または半額)する制度があります。対象 

となる条件は下記の①②いずれかが該当することとなっていますが、それ以外にも細 

かい条件があります。申請を希望する場合は事務室へ確認のうえ申請書を請求くださ 

い。 

（対象条件）①経営状況の悪化に伴う会社の倒産・解雇により失職した場合 

②会社等の経営状況の悪化に伴い収入が前年より著しく減少した場合 

 
【受験に必要な証明書発行手続きについて】 

 

 ■受験に必要な証明書を必要とする場合は、「証明書発行願（受験用）」に記入して原則と

して下記の①(窓口申込)により申し込んでください。特別な事情がある場合には下記②

(郵送申込)も受け付けますが、必ず電話で担任と確認のうえ行ってください。電話・Ｆ

ＡＸやメールでは申し込みできません。 

■証明書発行までに 1週間を要するものもあります。下記の表を確認のうえ日数の余裕

を持って手続きしてください。 

 

①窓口申込 受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発

行願（受験用）」を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口

へ手数料を添えて申し込んでください。(生徒証明書の提示が必要) 

 

②郵送申込 「学務の手引き」巻末の「証明書発行願（受験用）」をコピーして記

入・押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封し

て郵送してください。（郵便が事務室に届いた日が受付日となります。

発行に日時を要しますので、余裕をもって申し込んでください。） 

※必ず事前に電話で担任と確認のうえ行ってください。 
 

 

通常 英文発行 
種  類 申込用紙 

手数料 発行日 手数料 発行日 
成績・単位修得(見込) 
証明書 300円 

調査書 
300円 

 
推薦書 

証明書発行願 
（受験用） 

500円 

 
受付から

1週間後 

1,000円 

受付から

1週間後 

 
証明書の枚数 郵送料(普通) 速達料金 

1～2通まで    80円 

3～5通まで 90円 

6～10通まで   140円 

 ＋270円 

手 数 料 
発 行 日 

返信郵送料 
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＊風邪・インフルエンザ対策をしましょう！ 

 
寒くなりましたが、体調の管理はできていますか？ 今年は、夏前から新型インフルエンザが

流行したので、インフルエンザにかかった人もかからなかった人も、「もう大丈夫かな？」と

安心しているかもしれません。でも、まだまだ感染者数は増加しています。しっかりと予防を

してください。 
インフルエンザの感染または感染の疑いと診断され、スクーリングを欠席する必要がある場合

は、学校（担任）へ連絡してください。 
 
＊10/20に学校通信と一緒にお送りしたプリント｢インフルエンザにおける諸注意／インフル

エンザによる学校休業について｣＜両面＞をご確認ください。 
＊もし、お手元にない方は職員室に申し出ください。 
 
【カウンセリングスペース】 

 
＊後期は 12月 21日（月）までと、2月 8日（月）～2月 15日（月）までの開室です。 
＊保護者の方もご利用できます。 
＊カウンセリングスペースについてのお問い合わせ、ご予約は保健室（後藤）まで。 
 
【お願い】 

 
保健室・カウンセリングスペースでの食事はご遠慮ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健室・カウンセリングスペースからの 

お知らせ 
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生徒支援からのお知らせ 

09年度後期のスクーリングも約半分が終了しました。今期より本校に入学された皆さんもようやく

慣れてきたことと思います。全日制とは異なった通信制の高校生活を円滑に送ってもらうために先

月号でも掲載しましたが、皆さんに守ってもらいたいルールをもう一度確認します（学務の手引き

「学校生活上の決まり」「学校生活における確認事項」参照）。 

よりよい学校生活をおくるために以下のことを守りましょう 
●学校内および周辺での喫煙は厳禁です。 

●原付、バイクや車での登校は厳禁です。 

●授業中だけでなく、授業のない時間でも他の生徒を不快にさせるような行為は止めましょ

う。授業中の携帯電話の使用は厳禁です。 

●玄関前は、学校以外の人も通ります。通行の邪魔にならないようにしましょう。近隣のマン

ション・商店の前や周辺でも迷惑のかからないようにしましょう。 

スクーリングについて 
●スクーリングの遅刻は原則欠席とみなします。忌引き、病欠、交通機関の遅延などの理由は

認めていません。早退も同様です。 

●学期末になってスクーリングの規定回数に満たないようなことにならないよう、余裕をもっ

て出席をする・早めに登校するなどを心がけましょう。 

●やむを得ず授業に遅れて途中からの入室になってしまう場合は、直接教室へ行って、出席で

きるかどうか確認をしてください。 

空き教室の使用について 
●放課後（月・水・金の午後4時～5時）は、空いている教室を使うことができます。ただし、

理科教室・家庭科教室・コンピュータ教室などの特別教室や更衣室は、原則使用できません。

普通教室でも他の目的に使っている場合など使用できない場合があります。 

●パソコン教室の教室開放は4頁を参照してください。 

 
※違反行為を繰り返した生徒の保護者の方には、その事実を学校からお知らせします。また、本人

同伴の上保護者の方に来校を願うことがあります。 
※スクーリング・レポートのことや学校生活全般について、何か疑問、不安に思ったことがあれば、

すぐに担任などに相談してください。とくに、卒業を控えた3年次のみなさんは最後まで気をゆ

るめないようにしましょう。 
※貴重品に注意しましょう。さいふなどの貴重品は教室などに置いたまま離れないようにしましょ

う。いままで、何度も紛失・盗難がありました。ちょっとした注意でそういった被害は防げるも

のです。 
 

11 



 
 

 

 
 
 

 

 
                
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【卒業年次生、進学希望者へ】 
 

１、２年次生の進学希望者を対象に『進学ガイダンス』を下記のとおり実施します。 
高校卒業後、進学(大学・短大・専門学校)を考えている生徒は、積極的に出席してくださ
い。 
 

 

記 

＜日 時＞ １２月１６日（水） 
ガイダンス：１５：００～１５：３０ 

＜場 所＞ 当日掲示します。 
＜内 容＞「大学・短大・専門学校のちがいとは」 

「大学入試は難しくない」 

その他進学に関する基礎知識 

＜申 込＞ 事前の申込は不要です。当日掲示に従って、教室に集合してください。 

 

 

【卒業年次生、大学入試センター試験を受験するみなさんへ】 
   
■１月１６日（土）、１７日（日）に大学入試センター試験(センターテスト)が実施され
ますが、本校では、受験者の得点(自己採点結果)について、ベネッセコーポレーション
データネット(自己採点集計会)に参加し、国公立大学二次または私立大学センター利用
入試の出願校選びの参考資料を作成します。 
■データネットでは、参加者の得点集計をもとに、センター試験受験者全体の平均点や

得点分布を予想加味した上、志望校の合格可能性が判定されます。（判定・平均点・各

自得点等が記載された成績表が作成されます。）また、合格可能性別に大学を検索する

ことが可能です。これは、特に、個別試験が実施されない私立大学については、合否

予測の大きな判断材料となります。 
■詳細は、１２月の学校通信で案内しますが、大学入試センター試験を受験するみなさ

んは上記データネットに参加を予定してください。 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路支援からのお知らせ 
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『しごと悩み相談室』が10月から始まりました。 

 

「はたらく」ということは、すべての生徒さんにとって大切なテーマですね。今年度、

就職を希望している生徒さん、進学を考えている生徒さん、1・2年次の生徒さん、みんな

悩んだり焦ったり、逆に真剣に考えないようにしていたり…、だと思います。 

保護者の方や、担任、進路支援部の先生方とそんなことを話し合ってきた生徒さんも多

いと思いますが、この10月から皆さんに強力なサポーターが加わりました。本校に『しご

と悩み相談室』が開設され、キャリア・カウンセラーさんが月に 2回来てくれます。カウ

ンセラーさんの詳しい自己紹介は折り込みの用紙を見てください。 

いろいろと悩んでいるあなたも、あまり考えていないあなたも、一度話をしてみてはい

かがでしょうか？ どんな話でも構いません。気楽な気持ちでお越しください。 

保護者の皆さんも利用できます。どんどん活用してください。 

 

『しごと悩み相談室』 
  

開設期間：2009年10月1日～2010年3月31日 

開設日 ：毎月第1・3月曜日 

時間帯 ：10時から13時（１人約50分／一日3人の予約制） 

場所  ：カウンセリング・スペース（2階） 

対象  ：生徒・保護者・卒業生 

担当  ：林田 明子さん（大阪府若者サポートステーションカウンセラー） 

 

＊ 12月は7日（月）、21日（月）です。 

＊ 予約が必要ですので、進路支援部（池本・鮫島）へお問い合わせください。 

＊ 実施日・時間帯については、毎月の学校通信でご確認ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

『しごと悩み相談室』からのお知らせ
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 今 月 の 聖 句  

 
 
 
 
 
 

 
 
２０世紀は戦争の世紀と呼ばれました。しかし、２１世紀に入っても戦争がやみま

せん。悲しむべきことです。人を殺さない戦争などあり得ません。強い者が弱い者を

殺して勝利という決着をつけようとするのです。戦争は敵を殺すだけではなく、味方

も殺されます。果てしなく殺し合い、傷つけ合うことが、戦争の名によって正当化さ

れ、手柄を立てた者は名誉や地位を得るという現実は納得できないことです。 

戦争は最大の悪だと考えるのは間違っているでしょうか。戦争と言わず、「戦い」

と言い換えて見ると正当化されるのは、自分との「戦い」だと思うのです。イスラム

教で「ジハード」というのは、聖戦と訳しますが、第一義は自分との戦いを指すと聞

いたことがあります。それは自分の中にある悪との戦いです。イスラム教に限らず、

悪に誘われる自分と戦うという意味での戦いは今月挙げたこの聖句で考えたいこと

です。他者を征服して自分の欲望を満たそうとする自分の悪をこそ、征服しなければ

なりません。 

それは、イエス・キリストの十字架から受ける発想です。自分が変われば人が変わ

ってくれるのです。上から威圧して他者を変えようとするのは、まっとうなことでは

ありません。主イエスの十字架のお心を受けとめることから、自分との戦いを勝ち抜

いていくことが、「善をもって悪に勝つ」道です。 

 

 

 

 （日本キリスト教団 中谷 哲造牧師より） 

                          南ＹＭＣＡ｢キリスト教｣委員会２００9 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『悪に負けることなく、善をもって悪に勝ちなさい。』 
 

       （ローマの信徒への手紙 12章21節） 



 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００９年度 特別活動  

 １時間認定 

特別活動 

ククリリススママスス礼礼拝拝  

教会でクリスマスを過ごしてみませんか！ 
みなさんにとって新しい発見があるかもしれません。 

日 時 １２月１２日（土）１１：００～１２：００ 

場 所 大阪大道教会（日本基督教団） 

内 容 讃美歌・クリスマスメッセージ他 

定 員 ５０名 

メッセージ  平井 文則 牧師（日本基督教団 阿倍野教会） 

★参加のためには、必ず、事前に職員室で申し込みをしてください。 



 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
                                         
 


